
○単元観
球技は、ゴール型、ネット型及びベースボール型などから構成され、個人やチームの能力に応

じた作戦を立て、集団対集団、個人対個人で勝敗を競うことに楽しさや喜びを味わうことのでき
る運動である。
第 1 学年及び第 2 学年では、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本的なボール操作や仲間と

連携した動きで攻防を展開できるようにすることが求められる。
バスケットボールでは、「攻撃を重視し、空間に仲間と連携して走り込み、マークをかわして

の攻防を展開できるようにする。」ことを目標にしている。
バスケットボールの練習や試合に積極的に取り組むともとに、フェアプレイを守ろうとするこ

と、分担した役割を果たそうとすること、作戦などについての話し合いに参加しようとする態度
で，ゴール前での攻防を展開できるようにすることが求められる。１年次に学習した基本的なボ
ール操作や２対１、３対２などのゴール前での攻防と合わせて，空間に走り込むなどの仲間と連
携してゴール前の空間を使ったり、空間を作りだしたりして攻防を展開することが求められる。

○生徒観
本クラスの生徒は元気がよく，仲間と声をかけ合いながら意欲的に授業に取り組むことができ

る生徒が多い。また，集合や挨拶などの学習規律は定着している。
事前アンケートでは，「体育の授業は好きですか？」の問いに対して７９％の生徒が「とても

好き」「好き」と回答している。しかし，運動能力は全体的に低く，肯定的な回答をしている生
徒も体を動かすことや記録を伸ばすことよりも，みんなで声を出すことや協力することなど，交
流することに体育の授業の楽しさを見出している生徒が多い。「１年次に学習したバスケットボ
ールをどう思っていますか」の問いに対しては，「みんなで協力してシュートを決めたり、応援
してもらえるのがうれしかった。」「声をかけあってするのが楽しかった。」「試合をみんなで
作戦を立ててするのが楽しかった。」という意見がほとんどであるが、自信がない生徒は、ボー
ルの扱い方が苦手であることがかった。段階を追った系統的な指導を行い，自然に動き方を体得
できるための手立てが必要である。また，仲間に大きな声で賞賛や励ましの声をかけることは得
意であるが，具体的なアドバイスをすることを苦手としている。

○指導観
指導にあたっては，「勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲーム展開できるようにする。」ために，「作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームが展開で
きるように話し合いを工夫して，全員がシュートを入れる」という目的で授業を展開していく。
１年次に学習したドリブル，２メンパス，ドリブルシュートやランニングシュート，２対１，３
対２に加え，場助っ人鬼ごっこや３対２から３対３，パスのみの試合を学習させ，仲間と作戦を
話し合い，声かけやアドバイスし合いながら試合を進めていく。
指導方法の工夫としては，チームの仲間同士でより具体的に作戦を考えることができるよう，

得点できたシュートへの流れをイメージできるように試合の振り返りシートに図を入れるよう
にする。また，「制限区域に止まらず，空間やゴール前の空いている場所に走り込む動きができ
るようになる」や「マークされていない味方にパスを出すことができる」ようになるために，
場助っ人鬼ごっこやパスだけの攻撃練習を通して，段階を追った系統的な練習を行っていく。
また，１年次では，「試合で全員がシュートを打とう」という目標で行ってきたので，全員に

パスを回して全員が打とう」 意識はできつつある。そこに２年次では，３秒制限区域を設定し，
同じ場所に止まらずに空間をつくる動きや空間に走り込む動きをつくらせていきたい。
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本単元で育成する資質・能力

思考力・判断力・表現力 主体的に学ぶ力 他者とかかわる力

自己形成力



評価については，グループ学習において，互いの技能について賞賛する，アドバイスをする，
試合の振り返りでよかったことや作戦，課題などを話し合っている積極性を評価する。単元を終
えた時に，話し合って作戦を立てて声をかけ合って成功したからこそ，バスケットボールが楽し
いという肯定的な捉え方ができる生徒を増やしたい。また、どのような動きが得点につながった
か、どのようにしたら守備がうまくいったか，何が課題であるのかを分析するための視覚的な学
習カードを用意し，具体的な情報をもとに振り返り、話し合いやアドバイスができる教材づくり
が必要である。

（１）空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防を展開できるようにする。 【技能】

（２）練習や試合に積極的に取り組むとともにフェアプレイを守り、分担した役割を果たそうとし、

作戦などの話し合いに参加することができる。 【態度】

（３）技術の名称や行い方，関連して高まる体力などを理解し，基礎的な技能をかつようして、学

習課題への取り組み方を工夫できるようにする。 【知識，思考・判断】

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能 エ 知識・理解
①技能の向上の楽しさや喜び

を味わい，自主的に技能を身
に付けようとしている。

②練習や試合で役割を責任を
もって果たそうとしている。

③練習場所や器具・用具の安全
を確認し，自己の技能・体力
に応じた課題に挑戦するな
ど，自己や仲間の安全を保持
しようとしている。

①ボール操作やボールを持た
ない動きや守備の仕方など
の運動の行い方のポイント
を見つけることができる。

②チームの課題を見つけて，そ
れに応じた試合での作戦や
練習方法を考えて，選ぶこと
ができる。

①ドリブル，パス，シュートな
どのボール操作を周囲をみ
ながらすることができる。

②空間に走り込む動きができ
る。

①ゲームの行い方やルールを
理解し，具体を挙げることが
できる。

②技術や戦術，作戦の名称や具
体的な行い方や活用方法を
理解している。

本校の育てようとする資質・能力
評価の観点

関 考 技 知

知識 ○

スキル

思 考 力・

判 断 力・

表 現 力・

思

①学習したことを使って，自分の考えをまとめる力

②根拠をもとに，正しい判断をする力

③よりよい解決のため，いろいろな見方・考え方を持つ力

④自分の考えを相手が納得できるよう分かりやすく伝える力

○

意欲

態度
主体的に学ぶ力 主 ①自ら考え，判断し，行動する力 ○ ○

価値観

倫理観

他者とかかわる力 他
①他者と協力（協働）して，課題を解決しようとする力

②他者との関わりを通して自分の考えを深めたり広げたりする力
○ ○ ○ ○

社会貢献力 社
①地域のよりよい社会のために，何をすべきかを考え実行しようとす

る力

自己形成力 自
①前向きにチャレンジし，より自律・自立した人間になろうとする力

②自信を持つ力
○ ○

Ⅰ球技（バスケットボール）の中で，Ⅱペア・グループ学習を取り入れながら積極的に他者と協

力したり，自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫したりすることで，Ⅲ自らの考えや意見

を持って課題を解決する力を育てる。

単 元 の目 標

単 元 の評 価 規 準

資質・能力と評価の観点とのかかわり

Ⅰ学習内容とⅡ学習活動，Ⅲ単元として育てたい資質・能力のつながり



パフォーマンス課題 評価基準

グループ学習を通して，

①仲間のアドバイスや作戦を生かして，

シュートを入れることができる。

②チームのよいところや課題を見つけ，

話し合って作戦を立てることができる。

Ａ

①仲間のアドバイスや作戦を生かして，シュー

トを入れることができる。

②試合の自己の課題を整理することができ，次

の目標を達成することができる。

Ｂ

①仲間のアドバイスや作戦を生かして，シュー

トを打つことができる。

②試合の自己の課題を整理することができ，次

の目標に挑戦することができる。

Ｃ

①仲間のアドバイスや作戦生かして，目標に向

けて挑戦しようとすることができる。

②試合の自己の課題を整理することができ，次

の目標を設定することができる。

時
学習

過程
学習内容

評 価

関 考 技 知
評価規準

（評価方法）

◇資質・能力育成場面
【資質・能力】

◆資質・能力評価場面
【資質・能力】
（評価方法）

１

課
題
の
設
定

・活動の見通しを持つ。
・場助っ人鬼ごっこをする。
・ドリブルリレー，パスリレーをする。
・１年次に学習したドリブルシュート、
ランニングシュート、２対１、３対２
の復習をする。

○ ◎

エー①
（行動観察）
（ワークシート）
アー③
（行動観察）

◆【他―②】

（学習カード）

◆【思―①】

（学習カード）

２

情
報
の
収
集

・場助っ人鬼ごっこをする。
・３対２から３対３を練習する。
・速攻のコツ，守備のコツを出し合う。
・コツを活用して３対２から３対３
・パスのみの試合（１ゲーム）

○ ◎

ウー①
（行動観察）
アー①
（行動観察）

◇仲間と協力して３対２か

ら３対３に意欲的に挑戦す

る。【自―①】

◆【他―①②】

（行動観察）

３

４

整
理
・
分
析

ま
と
め
・
創
造
・
表
現

・場助っ人鬼ごっこをする。
・３対２から３対３を練習する。
（速攻のコツを声をかけあう）

・グループ学習で速攻のコツを活用しな
がらできたか自分の考えを相手に伝
える

・試合の役割について理解する。
（全員シュートを打つためのアドバイ
スを審判チームからする。）

・試合図やアドバイスをもとに，パス試
合での目標設定をして2回目のパス試
合に取り組む。

【本時】

○

◎
◎ ○

ウー①
（行動観察）
イー①
（行動観察）
イー②

（行動観察）

エー②

（行動観察）

◆【思―①②③④】

◆【他―①②】

（行動観察）

（学習カード）

５

６

７

８

実
行

・ドリブルあり試合を行う。
（目標は，全員シュートを２回打つ）

・振り返りでよかったプレイや課題につ

いて伝え合う。
・課題解決のための練習を選択する。

◎ ○

ウー②

（行動観察）

エー②

（行動観察）

◆【主―①】

（行動観察）

◇仲間同士でアドバイスを

し合いながら意欲的に挑戦

する。

【自―①②】

・ドリブルあり試合を行う。
（目標は，全員シュートを１回入れる）

・試合図をもとにアドバイスや次にやっ

てみたいプレイや作戦を考え，意欲的
な声をかけ合う。

○ ◎

ウー②

（行動観察）

アー②

（行動観察）

９
振
り
返
り

・実技テストをする。

（３０秒ドリブルシュート，３０秒ゴー
ル下シュート）

・これまでの学習をふり返り，まとめを
する。

◎ ○

アー②

（行動観察）

ウー①

（行動観察）

◆【主―①】

（行動観察）

◆【自―②】

（学習カード）

単 元 の終 末 におけるパフォーマンス評 価

指 導 と評 価 の計 画



（１）本時の目標 パス試合で全員シュートを打つための作戦を立てることができる。

（２） 準備物 タイマー，得点板２個，笛２個，試合表８枚，試合図８枚，鉛筆，ボール，

ゼッケン（赤５，黄５，緑５，青５） マーカー12 個（赤４，白４，黄色４）

（３） 学習展開（３限目/９）

学 習 活 動
指導上の留意点（○）

配慮を要する生徒への支援（◆）

評価規準

(評価方法)

【資質・能力の評価】

導
入
（
７
分
）

１．集合・整列

２．ランニング

３．号令・挨拶・

４．めあての確認・

５．準備運動・補強運動

６．場助っ人鬼ごっこ ◆タッチされそうな人にボールをパスするように

しんどい人は，３秒休むように声をかけさせる。

声をかけあって

全力で走ってい

る。

展
開
（
３
８
分
）

７．ランニングシュート 2分左右

パスラン２対１ 3分

(Ｋ…くり返し挑戦する)

８．各チームで整列（ゼッケン着用）

３対２から３対３（5分）

・並んでいる人はアドバイスを

する。（赤→緑→黄色）

・ディフェンスは，だれにつく

か伝え合う。抜かれたら助け

合う。

・攻撃は，パスランで攻める。

（Ｈ…はっきり表現する）

９．パス試合（3分×４試合）

・３分のドリブルなしの試合

・チームの目標，作戦を決める

・振り返りは，試合図を見て，

よかったプレイ，課題を見つ

けて目標設定をする。

（Ｊ…じっくり考える）

○グループで「１，２」のステップのリズムや「ナ

イスシュート，リバウンド」の声かけやシュート

のアドバイスをさせる。

○動きのコツを用いて，コートの人にアドバイスを

させる。

◆「キャッチボイス」の声出しや「誰つくよ」の

ディフェンスの声出しができるようにする。

◆ゴールへ走り込むように声をかけさせる。

○振り返りの時に，巡視し，試合表や試合図を見て

課題見つけのコツや作戦のアドバイスをする。

○全員がシュートを打つためにどうしたらいいかの

作戦をたてる。

仲間に対して，技術

的な課題に関して指

摘している。

（イー②）

（行動観察）

【思①②③④】

自己や仲間の動きを

分析し，よかったプ

レイや課題を見つけ

て作戦を立ててい

る。 （エー②）

（行動観察）

【主①②】

ま
と
め
（
５
分
）

１０．振り返り

・今日のよかったプレイを発表

する。

・次の試合へ向けてを発表する。

１１．次時の確認

１２．号令・挨拶

○本時のめあてに対する振り返りと次時の試合に向

けた意見を発表させる。

本 時 の学 習

整理・分析 まとめ・創造・表現

【本時のめあて】

パス試合で全員シュートを打つための作戦を立てることができる。

初回の授業でみんなが見つけたコツの言葉や図
を見ながらアドバイスができるようにする。


